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に関しては高いポテンシャルを有する地域である。しかし第一約束期間に CDM理事会に登録された A/R 
CDM は 45事業と、他の CDM 事業に比して非常に少なく、うち 6事業しか炭素クレジット（CER）獲得に





テンアメリカの 3 大陸にまたがっていたものの、うち 60.0％が大規模 A/R CDMであった。また農民の土地
を対象とした事業は 25.3％にすぎず、大半が政府や民間企業の所有地で実施されていた。登録事業の少なさ




（2007～08年）、A/R CDM事業の登録（2008～09年）、モニタリングおよび CER 獲得（2012～13年）と
いう段階に分け、それぞれの課題を明らかにした。地権者の合意形成については、小規模農家の自発的な参
加をもとめた結果、植林地は分散し、モニタリングのコストを押し上げることとなった。植林の実態がない、














ーであるが、追加性が低いため A/R CDM には不向きである。実証の結果からは、アグロフォレストリー単
独事業として推進することがパラグアイの条件に合っていることも明らかになった。 
 







平成 26年 1月 17日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
